
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

〇 〇 〇

78

16

合計

〇

３
学
期

〇

C 単元「正しい標記について学ぶ」
【知識及び技能】
・実社会に必要な正しい標記の知識や技能を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
・一般的に用いられている正しい標記を用いて、自分の
考えや思いを適切に文章表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分の考えや思いを適切に文章表現するために、一般
的に用いられている正しい標記を身に付けようとする。

・指導事項
一般的に用いられている正
しい標記を学び、自分自身
の文章表現に活用する。
・教材
「仮名遣い」「漢字・送り
仮名」「片仮名」「縦書き
と横書きの違い」「ローマ
字のつづり方」「同音異義
語・同訓異義語」「三字熟
語・四字熟語」

２
学
期

・指導事項
目的に応じて情報発信する
ために効果的な表現や必要
な情報は何かを考えさせ
る。
・教材
「学校ホームページ」「学
校通信」
・一人１台端末の活用　等
作成したホームページ原稿
や文化祭案内を、teamsを通
じて提出する。

○

○ ○ ○

○

B 単元「情報活用力を身につけよう」
【知識及び技能】
・正確な情報を見極め、目的に応じて情報発信す
るために必要な内容を精選する。
【思考力、判断力、表現力等】
・目的に応じて情報発信するために効果的な表現
や必要な情報は何かを考え、適切な表現を行う。
【学びに向かう力、人間性等】
・目的に応じて情報発信するために、効果的で適
切な表現は何かを考えようとする。

D 単元「相手や場面に応じた表現を身に付けよ
う」
【知識及び技能】
・実社会に必要な「敬語表現」の知識や技能を身
に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
・相手や場面に応じて「敬語表現」を適切に使い
こなす。
【学びに向かう力、人間性等】
・実社会で必要な「敬語表現」の知識や技能、活
用方法を身に付ける。

・指導事項
相手や場面に応じて「敬語
表現」を適切に使いこなす
・教材
「敬語の種類」「尊敬語と
謙譲語」「丁寧語」「不適
切な敬語表現」「電話の応
対」「メモの取り方」「ビ
ジネス場面でのメール・手
紙の書き方」
・一人１台端末の活用　等
演習問題や課題ををteamsを
通じて提出する。

〇

国語表現国語

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

国語 国語表現 2

（B組：益本光章） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

国語表現

（A組：益本光章）

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

（　組：　　　　）

領域
評価規準 知

○

［知技］
 ・実社会に必要な「敬語表現」の知識や技能
を身に付けている。
［思判表］
・相手や場面に応じて「敬語表現」を適切に使
いこなすことができる。
［主］実社会で必要な「敬語表現」の知識や技
能、活用方法を身に付けようとしている。

○

「国語表現」東京書籍　「国語表現ナビ」浜島書店

国語

日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。

12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇○

［知技］
 ・話し言葉と書き言葉の特徴や役割を理解し、目的に
応じた適切な表現や言葉遣いを用いることができる。
［思判表］
・思いや考えが相手に十分伝わるよう構成を考え、表
現方法を工夫するなど、自己表現することができる。
［主］
・自分を表現する活動に積極的に取り組み、相手に共
感を持って聞いたり読んでもらえるよう、表現を改善
しようとする態度が見られる。

 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，
生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，
我が国の言語文化の担い手としての自覚を深
め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする
態度を養う 。

配当
時数

言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さを自覚し，国語を尊重してその能力の向
上を図る態度を養う。

態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにす
る。

論理的に考える力や深く共感したり豊か
に想像したりする力を伸ばし，実社会に
おける他者との多様な関わりの中で伝え
合う力を高め，自分の思いや考えを広げ
たり深めたりすることができるようにす
る。

１
学
期

A 単元　「自分を表現しよう」
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割を理解し、目的に応
じた適切な表現や言葉遣いを用いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・思いや考えが相手に十分伝わるよう構成を考え、表現
方法を工夫するなど、自己表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分を表現する活動に積極的に取り組み、相手に共感
を持って聞いたり読んでもらえるよう、表現を改善しよ
うとする態度を身につける。

・指導事項
単元全体の目標の確認をす
る。
・教材
「ジョハリの窓」「リフ
レーミング」「就職用履歴
書の書き方」「面接に臨む
心構え」
・一人１台端末の活用　等
オンライン学習のための接
続テストや課題の提出方法
について確認する。

○ ○

・指導事項
試験本番での取り組み方や
時間配分の目安、構成方法
を学び理解する。
・教材
「テーマ型小論文」「課題
文型小論文」「データ分析
型小論文」「自己ＰＲ型小
論文」
・一人１台端末の活用　等
添削をwordで行い、teamsを
通じて完成原稿を提出す
る。

〇

A 単元　「自分を表現しよう」
【知識及び技能】
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割を理解し、目的に応
じた適切な表現や言葉遣いを用いる。
【思考力、判断力、表現力等】
・思いや考えが相手に十分伝わるよう構成を考え、表現
方法を工夫するなど、自己表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
・自分を表現する活動に積極的に取り組み、相手に共感
を持って聞いたり読んでもらえるよう、表現を改善しよ
うとする態度を身につける。

○ 14

〇

○

〇

○

［知技］
・話し言葉と書き言葉の特徴や役割を理解し、目的に
応じた適切な表現や言葉遣いを用いることができる。
［思判表］
・思いや考えが相手に十分伝わるよう構成を考え、表
現方法を工夫するなど、自己表現することができる。
［主］
・自分を表現する活動に積極的に取り組み、相手に共
感を持って聞いたり読んでもらえるよう、表現を改善
しようとする態度が見られる。

［知技］
 ・正確な情報を見極め、目的に応じて情報発信
するために必要な内容を精選することができ
る。
［思判表］
・目的に応じて情報発信するために効果的な表
現や必要な情報は何かを考え、適切な表現を行
うことができる。
［主］
・目的に応じて情報発信するために、効果的で
適切な表現は何かを考えようとする態度が見ら
れる。

［知技］
・実社会に必要な正しい標記の知識や技能を身に付け
ている。
［思判表］
・一般的に用いられている正しい標記を用いて、自分
の考えや思いを適切に文章表現することができる。
［主］
・自分の考えや思いを適切に文章表現するために、一
般的に用いられている正しい標記を身に付けようとし
ている。

18○

18



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

14

〇

○

〇

○

［知技］
・新聞について、その特質を理解し適切に使うことが
できる。
［思判表］
・新聞記事を読み比べ、テーマに応じた新聞を創作す
る中で、伝え合う力を高め、思考力や想像力が身につ
いている。
［主］
・新聞がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養
い、国語を尊重してその能力の向上を図る態度が身に
ついている。

［知技］
 ・国語についての理解を総合的に深めるため
に、古典の世界に親しむことの意義を理解して
いる。
［思判表］
・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化
について自分の考えをもっている。
［主］
進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を深
め、学習課題に取り組んでいる。

［知技］
 ・国語についての理解を総合的に深めるために、古典
の世界に親しむことの意義を理解している。
［思判表］
・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感
じ方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分
の考えをもっている。
［主］
進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、学
習課題に取り組んでいる。

〇

18○

18

言葉がもつよさを認識するとともに，言語感覚を養い，国語の大切さを自覚し，国語を尊重してその能力の向
上を図る態度を養う。

態

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

○

国語について、総合的に理解し適切に使うことができる
ようにする。

国語を日常生活の中で総合的に用いて、
思考、判断、表現する力を養う。

１
学
期

A 単元　「現代文」
【知識及び技能】
・常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文
章の中で使うことができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え方
をとらえ、内容を理解する。
【学びに向かう力、人間性等】
・言葉がもつ価値への認識を深め、言葉を通して他者や
社会に意欲的に関わろうとする。

・指導事項
単元全体の目標の確認をす
る。
・教材
「作者解説」「代表作品」
「葉桜と魔笛」等
オンライン学習のための接
続テストや課題の提出方法
について確認する。

○ ○

・指導事項
グループで、スポーツなど
の分野ごとに面を分担し、
「見出し」や「リード文」
の言葉を基にそれぞれの面
の特徴や新聞の全体像を理
解する。いくつかの新聞記
事を読み比べ、表現や内容
の類似点、相違について読
み取り、グループで発表す
る。
・一人１台端末の活用　等
添削をwordで行い、teamsを
通じて完成原稿を提出す
る。

〇

A 単元　「新聞」
【知識及び技能】
・新聞について、その特質を理解し適切に使うことがで
きるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・新聞記事を読み比べ、テーマに応じた新聞を創作する
中で、伝え合う力を高め、思考力や想像力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・新聞がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養
い、国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

○

［知技］
 ・国語について、総合的に理解し適切に使う
ことができる。
［思判表］
・国語を日常生活の中で総合的に用いて、思
考、判断、表現する力が身に付いている。
［主］国語が持つ伝統的な価値や特徴を認識す
るとともに，言語感覚を養い、国語を尊重して
課題解決にあたろうとする態度が見られる。

○

国語

日常生活における人との関わりの中で伝え合う力を高め，思考力や想像力を養う。

12

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 思

〇○

［知技］
 常用漢字の読みに慣れ、主な常用漢字を書き、文や文
章の中で使うことができる。
［思判表］
・作品や文章に表れているものの見方、感じ方、考え
方をとらえ、内容を理解できる。
［主］
言葉がもつ価値への認識を深め、言葉を通して他者や
社会に意欲的に関わろうとしている。

国語が持つ伝統的な価値や特徴を認識するとと
もに，言語感覚を養い、国語を尊重して課題解
決にあたろうとする態度を養う。

配当
時数

領域
評価規準 知

〇

○ 〇

総合国語国語

（　組：　　　　）

【学びに向かう力、人間性等】

国語 総合国語 2

（B組：益本光章） （　組：　　　　）（　組：　　　　）

総合国語

（A組：益本光章）

【 知　識　及　び　技　能 】日常生活に必要な国語について，その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

（　組：　　　　）

〇

３
学
期

〇

C 単元「漢文」
【知識及び技能】
・国語についての理解を総合的に深めるために、古典の
世界に親しむことの意義を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見方、感じ
方、考え方を深め、我が国の言語文化について自分の考
えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を深め、学
習課題に取り組む。

・指導事項
本文の内容を適切に読み取
り、故事成語について理解
し、日常生活において国語
を総合的に扱えるようにす
る。
・教材
「助長」「漁夫の利」「虎
の威を借る狐」「故事成語
の用例を探そう」
・一人１台端末の活用　等
調べ学習。感想をteamsを通
じて提出する。

２
学
期

・指導事項
徒然草の文学史的な位置づ
けについて理解するととも
に、古語を学ぶ意義につい
ても理解する。
・教材
「ジョブズと徒然草」「高
名の木登り」「ある人、弓
を射ることを習ふに」「丹
波に出雲といふ所あり」
・一人１台端末の活用　等
調べ学習。感想をteamsを通
じて提出する。

○

○ ○ ○

○

B 単元「古文」
【知識及び技能】
・国語についての理解を総合的に深めるために、
古典の世界に親しむことの意義を知る。
【思考力、判断力、表現力等】
・作品の内容や解釈を踏まえ、自分のものの見
方、感じ方、考え方を深め、我が国の言語文化に
ついて自分の考えをもつ。
【学びに向かう力、人間性等】
・進んで自分のものの見方、感じ方、考え方を深
め、学習課題に取り組む。

D 単元「総合国語」
【知識及び技能】
・国語について、総合的に理解し適切に使うこと
ができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
・国語を日常生活の中で総合的に用いて、思考、
判断、表現する力を養う。
【学びに向かう力、人間性等】
・国語が持つ伝統的な価値や特徴を認識するとと
もに，言語感覚を養い、国語を尊重して課題解決
にあたろうとする態度を養う。

・指導事項
国語について総合的に理解
を深めるために、言葉がも
つ価値への認識を深め、言
葉を通して他者や社会こと
の意義を知る。
・教材
「船を編む」「言語文化と
近現代」「言語文化と古
文」「言語文化と漢文」
・一人１台端末の活用　等
演習問題や課題ををteamsを
通じて提出する。

〇 〇 〇 〇

78

16

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（4学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

【指導内容】
・オスマン帝国の衰退と西アジア
・ヨーロッパのアジア進出
・アヘン戦争とアロー戦争
・太平天国と洋務運動
・幕末の動乱と明治維新
・明治初期の日本の外交
・大日本帝国憲法の制定
・日清戦争と中国分割
・日露戦争とアジアの変容
・国民統合と教育

【知識及び技能】
アジア各地域間やアジア諸国と欧米諸国の貿
易などを基に，18 世紀のアジアの経済と社会
を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し、18 世紀のアジア諸国におけ
る経済活動の特徴，アジア諸国と欧米諸国と
の関係などを多面的・多角的に考察し，表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命や交通・通信手段の革新，中国の開
港と日本の開国などが、実生活とどのように
結びついているのか考えることができる。

○ ○

定期考査
○ ○

○ 28

1

配当
時数

〈歴史の扉〉
〈近代化と私たち〉
・18世紀のアジアの変容
・工業化の進展と国民国家の建設
【知識及び技能】
各国の交通と貿易，産業と人口，権
利意識と政治参加や国民の義務など
について、諸資料を活用しながら知
識を習得する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し、近代化に伴う生活
や社会の変容についての考察を深
め，自分自身の問いを表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
近代化に伴う生活や社会の変容につ
いて、実生活と結び付け、課題意識
をもち、考える。

【指導内容】
・18世紀のアジアの繁栄
・産業革命の展開
・アメリカ独立革命の光と影
・フランス革命
・ウィーン体制の成立と崩壊
・パクス・ブリタニカ
・イタリアとドイツの統一
・アメリカ合衆国の膨張

【知識及び技能】
各国の交通と貿易，産業と人口，権利意識と
政治参加や国民の義務などについて、諸資料
を活用しながら知識を習得することができ
る。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し、近代化に伴う生活や社会の
変容についての考察を深め，自分自身の問い
を表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
近代化に伴う生活や社会の変容について、実
生活と結び付け、課題意識もち、考えること
ができる。

○ ○ ○ 25

定期考査

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

地理歴史 歴史総合
地理歴史 歴史総合 4

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

Ａ～Ｂ組

近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，
世界とその中の日本を広く相互的な視野から捉
え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴
史を理解するとともに，諸資料から歴史に関す
る様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる
技能を身に付けるようにする。

近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意
義，特色などを，時期や年代，推移，比較，
相互の関連や現在とのつながりなどに着目し
て，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，歴史に見られる課題を把握し解決
を視野に入れて構想したりする力や，考察，
構想したことを効果的に説明したり，それら
を基に議論したりする力を養う。

高等学校　新歴史総合　過去との対話、つなぐ未来

地理歴史

地理や歴史に関わる事象の意味や意義，特色や相互の関連を，概念などを活用して多面的・多角的に考
察したり，社会に見られる課題の解決に向けて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説
明したり，それらを基に議論したりする力を養う。
地理や歴史に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態
度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が
国の国土や歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深め
る。

歴史総合

【 知　識　及　び　技　能 】

（Ａ～Ｂ組：三原悠生）

現代世界の地域的特色と日本及び世界の歴史の展開に関して理解するとともに，調査や諸資料から様々
な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。

【学びに向かう力、人間性等】

近現代の歴史の変化に関わる諸事象につい
て，よりよい社会の実現を視野に課題を主体
的に追究，解決しようとする態度を養うとと
もに，多面的・多角的な考察や深い理解を通
して涵養される日本国民としての自覚，我が
国の歴史に対する愛情，他国や他国の文化を
尊重することの大切さについての自覚などを
深める。

１
学
期

○ ○ 1

〈近代化と私たち〉
・結びつく世界と日本の開国
・帝国主義とアジア諸国の変容
【知識及び技能】
アジア各地域間やアジア諸国と欧米
諸国の貿易などを基に，18 世紀の
アジアの経済と社会を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
諸資料を活用し、18 世紀のアジア
諸国における経済活動の特徴，アジ
ア諸国と欧米諸国との関係などを多
面的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
産業革命や交通・通信手段の革新，
中国の開港と日本の開国などが、実
生活とどのように結びついているの
か考える。



〈国際秩序の変化や大衆化と私た
ち〉
・第二次世界大戦後の世界と日本
〈グローバル化と私たち〉
・冷戦と脱植民地化、第三世界の台
頭
【知識及び技能】
第二次世界大戦の展開，国際連合と
国際経済体制，などを基に，第二次
世界大戦後の国際秩序を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
経済危機の背景と影響，国際秩序や
政治体制の変化などに着目して，国
際協調体制の動揺の要因などを多面
的・多角的に考察し，表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の政治体制や対外政策の変化，
国際協調を基調とするこれまでの国
際秩序の変容などについて考える。

【指導内容】
・国際連合の成立と冷戦
・占領下の日本
・戦後の東アジア
・講和と独立後の日本
・キューバ危機
・高度経済成長とアジア諸国
・ベトナム戦争と文化大革命

【知識及び技能】
第二次世界大戦の展開，国際連合と国際経済
体制，などを基に，第二次世界大戦後の国際
秩序を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
経済危機の背景と影響，国際秩序や政治体制
の変化などに着目して，国際協調体制の動揺
の要因などを多面的・多角的に考察し，表現
することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
日本の政治体制や対外政策の変化，
国際協調を基調とするこれまでの国際秩序の
変容などについて考えることができる。 ○ ○

〈国際秩序の変化や大衆化と私た
ち〉
・第一次世界大戦と大衆社会
・経済危機と第二次世界大戦
【知識及び技能】
第一次世界大戦の展開，アジアの経
済成長，ソヴィエト連邦の成立など
を基に，総力戦と第一次世界大戦後
の国際協調体制を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦前後の社会の変化な
どに着目して，日本とその他の国や
地域の動向を多面的・多角的に考察
し，表現すること。
【学びに向かう力、人間性等】
国際連盟の成立や国際的な軍縮条約
の締結などを扱い，その中で日本が
果たした役割や国際的な立場の変化
について考える。

【指導内容】
・第一次世界大戦の勃発
・ロシア革命とソ連の成立
・ヴェルサイユ・ワシントン体制
・アジアの独立運動
・政治運動の展開と社会運動
・世界恐慌のはじまり
・ファシズム、軍部の台頭
・満州事変と日中戦争
・第二次世界大戦の勃発

【知識及び技能】
第一次世界大戦の展開，アジアの経済成長，
ソヴィエト連邦の成立などを基に，総力戦と
第一次世界大戦後の国際協調体制を理解する
ことができる。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦前後の社会の変化などに着目
して，日本とその他の国や地域の動向を多面
的・多角的に考察し，表現することができ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
国際連盟の成立や国際的な軍縮条約の締結な
どを扱い，その中で日本が果たした役割や国
際的な立場の変化について考えることができ
る。

○ ○

○ 30

定期考査

○ 36

定期考査
○ ○ 1

○ ○ 1

合計

156

〈グローバル化と私たち〉
・世界秩序の変容と日本
【知識及び技能】
脱植民地化とアジア・アフリカ諸
国，冷戦下の地域紛争，先進国の政
治の動向を基に，国際政治の変容を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
 冷戦終結の背景，民主化や地域統
合の影響などに着目して，冷戦終結
後の国際政治の特徴と日本の役割な
どを多面的・多角的に考察し，表現
する。
【学びに向かう力、人間性等】
アジアの諸地域の経済発展の背景，
資源・エネルギーと地球環境問題が
世界経済に及ぼした影響などを考え
る。

【指導内容】
・石油危機と東アジアの変容
・アジアの経済成長
・冷戦終結とソ連の消滅
・冷戦終結後のアメリカと国際社
会
・グローバル化の進展と格差の拡
大
・1990年代以降の国民生活

【知識及び技能】
脱植民地化とアジア・アフリカ諸国，冷戦下
の地域紛争，先進国の政治の動向を基に，国
際政治の変容を理解することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦終結の背景，民主化や地域統合の影響な
どに着目して，冷戦終結後の国際政治の特徴
と日本の役割などを多面的・多角的に考察
し，表現することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
アジアの諸地域の経済発展の背景，資源・エ
ネルギーと地球環境問題が世界経済に及ぼし
た影響などを考えることができる。

○ ○ ○ 32

定期考査
○ ○ 1

２
学
期

３
学
期



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・
聞 書 読

F エネルギーとその利用
・太陽エネルギーの利用について理
解する。
・原子核と放射線について説明でき
る。
・原子力とその利用について自ら調
べることができる。

・太陽エネルギーの利用
・原子核と放射線
・原子力とその利用

○

・太陽エネルギーの利用について理解できて
いる。
・原子核と放射線について説明できる。
・原子力とその利用について自ら調べ、まと
めることができている。 ○ ○ ○

定期考査
○ ○

（ A組：山川　航平 ）（ 　組：　　　　　 ）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）（　組：　　　　）

理科
理科 物理基礎 2

物理基礎

物理基礎

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

日常生活や社会との関連を図りながら、物理現
象やエネルギーについて理解するとともに、科
学的に探究するために必要な観察、実験などに
関する基本的な技能を身に付ける。

物理現象やエネルギーについての観察、実験
などを行い、科学的に探究する力を身に付け
る。

物理現象やエネルギーに主体的に関わり、科
学的に探究しようとする態度や、物理学と日
常生活や社会とのかかわりを考える力を身に
付ける。

高等学校　新生物基礎（第一学習社）

理科

【 知　識　及　び　技　能 】

観察、実験などを行い、科学的に探究する力を身に付ける。

自然の事物・現象に主体的に関わり、科学的に探究しようとする態度を身に付ける。

自然の事物・現象についての理解を深め、科学的に探究するために必要な観察、実験などに関する技能
を身に付ける。

思 態
配当
時数

１
学
期

A 物体の運動
・物体の運動について、式を用いて
理解する。
・重力加速度と自由落下について式
を用いて説明できる。
・重力加速度の大きさを求める実験
の計画と考察ができる。

・等速直線運動
・速度の合成
・等加速度直線運動
・重力加速度と自由落下
・鉛直投射と水平投射 ○

・物体の運動について、式を用いて理解でき
ている。
・重力加速度と自由落下について、式を用い
て説明できる。
・重力加速度の大きさを求める実験の計画と
考察ができている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

定期考査
○ ○

○ ○ ○ 12

B 力、仕事と力学エネルギー
・力の合成と分解について理解す
る。
・作用・反作用の法則、慣性の法則
について説明できる。
・運動の法則を用いて、方程式を解
くことができる。

・いろいろな力
・力の合成と分解
・作用・反作用の法則
・慣性の法則
・運動の法則 ○

・力の合成と分解について理解できている。
・作用・反作用の法則、慣性の法則について
説明できる。
・運動の法則を用いて、方程式を解くことが
できている。

1

○ ○ ○ 14

1

定期考査
○ ○ 1

14

定期考査
○ ○

D 波動
・波の性質について理解する。
・波の作図ができる。
・音波について自ら調べることがで
きる。

・波と振動
・横波と縦波
・波の重ねあわせ
・定常波
・波の作図
・音波

○

C 熱とエネルギー
・熱と熱平衡について理解する。
・熱量の保存について説明できる。
・エネルギーの変換と保存について
自ら調べることができる。

・熱運動
・熱と熱平衡
・熱量の保存
・物体の三態
・熱と仕事
・エネルギーの変換と保存

○

３
学
期

E 電気
・電流と電気抵抗について理解す
る。
・抵抗の接続について説明できる。
・電流と磁場について自ら調べるこ
とができる。

・電流と電気抵抗
・抵抗の接続
・電気力と電力
・磁場
・電磁波 ○

・熱と熱平衡について理解できている。
・熱量の保存について説明できる。
・エネルギーの変換と保存について自ら調
べ、まとめることができる。

○ ○ ○

２
学
期

定期考査
○ ○

・電流と電気抵抗について理解できている。
・抵抗の接続について説明できる。
・電流と磁場について自ら調べ、まとめるこ
とができている。

○ ○ ○

78

10

・波の性質について理解できている。
・波の作図ができる。
・音波について自ら調べ、まとめることがで
きている。

○ ○ ○ 14

1

10

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ B 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

現代高等保健体育　大修館書店

保健体育

運動や健康についての自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し、判断するととも
に、他者に伝える力を養う。

生涯にわたって継続して運動に親しむとともに健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある
生活を営む態度を養う。

体育

【 知　識　及　び　技　能 】
各種の運動の特性に応じた技能等及び社会生活における健康・安全について理解するとともに、技能を身につ
けるようにする。

運動における競争や協働の経験を通して、公正
に取り組む、互いに協力する、自己の責任を果
たす、参画する、一人一人の違いを大切にしよ
うとするなどの意欲を育てるとともに、健康・
安全を確保して、生涯にわたって継続して運動
に親しむ態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の楽
しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運動を
豊かに継続することができるようにするため、運
動の多様性や体力の必要性について理解するとと
もに、それらの技能を身に付けるようにする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課題を
発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断
するとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝
える力を養う。

配当
時数

A　体つくり運動・体力テスト
【知識及び技能】
体ほぐしの運動では、手軽な運動を
行い、心と体は互いに影響し変化す
ることや、心身の状態に気付き、仲
間と主体的に関わり合うこと必要性
を理解しながら運動に取り組むこと
ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
体力の程度や性別等の違いを超え
て、仲間とともに体つくり運動を楽
しむための調整の仕方を見つける。
【学びに向かう力、人間性等】
一人一人の違いに応じた動きなどを
大切にしようとすることや、主体的
に体つくり運動に取り組もうとして
いる。

・指導事項
準備体操やストレッチなどの簡単
な運動をを通して、生徒の自己の
体を知り、継続して運動に取り組
む大切さに気付く時間を設ける。
・教材
東京アルファ、プリント、動画、
記録用紙等
・一人１台端末の活用　等
体力テストの入力・個々の体力の
把握。

【知識・技能】
体つくり運動の行い方、体力の構成要素、実生活
への取り入れ方などについて理解している。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
体つくり運動に主体的に取り組むとともに、互い
に助け合い教えあおうとすること、一人一人の違
いに応じた動きなどを大切にしようとすること、
合意形成に貢献しようとすることなどをしたり、
健康・安全を確保したりしている。

知 思 態

B 陸上競技
【知識及び技能】
短距離走、リレーの局面ごとに技術
の名称があり、それぞれの技術に
は、記録の向上につながる重要な動
きのポイントや安全で合理的な練習
の仕方があること、競技のルール、
運営の仕方や役割に応じた行動の仕
方、全員が楽しむためのルール等の
調整の仕方があることを理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自己に適した「する、みる、支え
る、知る」などの運動を生涯にわ
たって楽しむための関わり方を見つ
ける。
【学びに向かう力、人間性等】
陸上競技に主体的に取り組むととも
に、一人一人の違いに応じた課題や
挑戦を大切にしようとする。

・指導事項
記録をもとに、自己や仲間に合っ
た走り方を考える時間を設ける。
・教材
ストップウォッチ、バトン、ス
タートフラッグ等
・一人１台端末の活用　等
走りの記録や、早く走るためのポ
イント調べ等。

【知識・技能】
技術の名称や行い方、体力の高め方、課題解決の
方法、測定の仕方などについて理解している。短
距離走・リレーでは、中間走の高いスピードを維
持して速く走ることやバトンの受渡しで次走者と
前走者の距離を長くすることができる。
【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するための自己
や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な解決に
向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や仲
間の考えたことを他者に伝えている。
【主体的に学習に取り組む態度】
陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝敗など
を冷静に受け止め、ルールやマナーを大切にしよ
うとすること、役割を積極的に引き受け、自己の
責任を果たそうをすること、一人一人の違いに応
じた課題や挑戦を大切にしようとすることなどを
したり、健康・安全を確保したりしている。

○ ○

保健体育 体育

（A組：青木・土倉）（B組：青木・土倉）

保健体育 体育 2

１
学
期

・指導事項
個人の能力を高めるだけでなく、
シングルス、ダブルスの試合を通
して、対人で行う運動の経験を積
み重ねる。
・教材
ラケット、シャトル、得点板、
ネット、ポール等
・一人１台端末の活用　等
授業アンケート等。

【知識・技能】
役割に応じたシャトル操作や安定したラケットの
操作と連携した動きによって空いた場所をめぐる
攻防をする。

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
ペアが考えたことを他者に伝える。

【主体的に学習に取り組む態度】
バドミントンの学習に主体的に取り組もうとする
こと。相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとすること。一人一人の違いに応じた
課題や挑戦及び修正などを大切にしようとするこ
と。互いに練習相手になったり仲間に助言したり
して、互いに助け合い教え合おうとすること。健
康・安全を確保しようとする。

C 球技（バドミントン）
【知識及び技能】
シャトルを相手のコートの空いた場
所やねらった場所に打ち返すこと。
ネット付近でシャトルをコントロー
ルし、打ち返したりすること。腕や
ラケットを強く振って、ネットより
高い位置から相手のコートに打ち込
むこと。
【思考力、判断力、表現力等】
合理的な動きと自己や仲間の動きを
比較して、成果や改善すべきポイン
トとその理由を仲間に伝えること。
健康や安全を確保するために、体調
や環境に応じた適切な練習方法等に
ついて振り返ること。
【学びに向かう力、人間性等】
バドミントンに自主的に取り組むと
ともに、フェアなプレイを大切にし
ようとすること、互いに助け合い教
え合おうとすることなどや健康・安
全を確保しようとする。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準

○ 12

○ ○ ○ 6

○ ○ ○ 6
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D 【選択球技】

<ネット型>
バドミントン、卓球、バレーボール
【知識及び技能】
サービスでは、ボールやシャトルを
ねらった場所に打つこと。ボールや
シャトルを相手のコートの空いた場
所やねらった場所に打ち返すこと。
ネット付近でボールやシャトルをコ
ントロールし、打ち返したりするこ
と。
【思考力、判断力、表現力等】
合理的な動きと自己や仲間の動きを
比較して、成果や改善すべきポイン
トとその理由を仲間に伝えること。
健康や安全を確保するために、体調
や環境に応じた適切な練習方法等に
ついて振り返ること。ルールを守
り、勝敗を受け入れたりする場面
で、よりよいマナーや行為について
自己を振り返る。
【学びに向かう力、人間性等】
ネット型球技に自主的に取り組むと
ともに、フェアなプレイを大切にし
ようとすること、一人一人の違いに
応じたプレイなどを大切にしようと
すること、互いに助け合い教え合お
うとすることなどや健康・安全を確
保しようとする。

・指導事項
各運動の試合を通して、個人や
チームでの運動経験を増やし、生
徒が協力しながら運動できる時間
を増やす。
・教材
ラケット、シャトル、得点板、
ネット、ポール等
・一人１台端末の活用　等
授業アンケート等。

【知識・技能】
役割に応じたボールやシャトル操作や安定したラ
ケットの操作と連携した動きによって空いた場所
をめぐる攻防をする。

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
チームが考えたことを他者に伝える。

【主体的に学習に取り組む態度】
ネット型球技の学習に主体的に取り組もうとする
こと。相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとすること。一人一人の違いに応じた
課題や挑戦及び修正などを大切にしようとするこ
と。互いに練習相手になったり仲間に助言したり
して、互いに助け合い教え合おうとすること。健
康・安全を確保しようとする。

〇○○

2

２
・
３
学
期

○ ○ ○ 52

【知識・技能】
生涯にわたって「する、みる、支える、知る」な
どのスポーツを多様に継続するためには、ライフ
ステージに応じたスポーツの楽しみ方を見付ける
ことに加え、それぞれの生き方や暮らし方といっ
たライフスタイルに応じた無理のないスポーツへ
の関わり方が大切であると理解している。
【思考・判断・表現】
豊かかなスポーツライフが広がる未来の社会につ
いて、これまで学習したことを基に、将来の自己
のスポーツ設計や未来の社会についての自己の提
案を言葉や文章などを通して他者に伝える。
【主体的に学習に取り組む態度】
豊かなスポーツライフの設計の仕方についての学
習に主体的に取り組もうとする。

・指導事項
生徒が体の機能や競技による特性
と関連付けて学習できるようにす
る。
・教材
スライド「スポーツを推進する取
り組み」「豊かなスポーツライフ
の創造」、プリント、動画等
・一人１台端末の活用　等
調べ学習や学習の振り返りを端末
を使用して行う。

<ゴール型>
バスケットボール、フットサル
【知識及び技能】
ゴール前に広い空間を作り出すため
に、守備者を引き付けてゴールから
離れること。パスを出した後に次の
パスを受ける動きをすること。ボー
ル保持者が進行できる空間を作り出
すために、進行方向から離れるこ
と。ゴールとボール保持者を結んだ
直線上で守ること。ゴール前の空い
ている場所をカバーすること。
【思考力、判断力、表現力等】
健康や安全を確保するために、体調
や環境に応じた適切な練習方法等に
ついて振り返ること。ルールを守り
競走したり、勝敗を受け入れたりす
る場面で、よりよいマナーや行為に
ついて自己を振り返ること。
【学びに向かう力、人間性等】
ゴール型の球技に自主的に取り組む
とともに、フェアなプレイを大切に
しようとすること、一人一人の違い
に応じたプレイなどを大切にしよう
とすること、互いに助け合い教え合
おうとすることなどや健康・安全を
確保しようとする。

・指導事項
チームとしてのまとまりの中で、
生徒が協働して運動に取り組む経
験を積み重ねる時間を増やす。
・教材
ラケット、シャトル、得点板、
ネット、ポール等
・一人１台端末の活用　等
授業アンケート等。

【知識・技能】
安定したボール操作と空間を作り出すなどの動き
によって、ゴール前への侵入などからの攻防をす
ることができる。

【思考・判断・表現】
生涯にわたって運動を豊かに継続するためのチー
ムや自己の課題を発見し、合理的、計画的な解決
に向けて取り組み方を工夫するとともに、自己や
チームが考えたことを他者に伝える。

【主体的に学習に取り組む態度】
ゴール型球技の学習に主体的に取り組もうとする
こと。相手を尊重するなどのフェアなプレイを大
切にしようとすること。一人一人の違いに応じた
課題や挑戦及び修正などを大切にしようとするこ
と。互いに練習相手になったり仲間に助言したり
して、互いに助け合い教え合おうとすること。健
康・安全を確保しようとする

合計

E　体育理論（３）豊かなスポーツ
ライフの設計の仕方
【知識及び技能】
生涯にわたってスポーツを継続する
ためには、ライフスタイルに応じた
スポーツの関わり方を見付けるこ
と、仕事と生活との調和を図るこ
と、運動の機会を生み出す工夫をす
るなどが必要であることを理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
豊かなスポーツの設計の仕方につい
て、課題を発見し、よりよい解決に
向けて思考し判断するとともに、他
者に伝える。
【学びに向かう力、人間性等】
豊かなスポーツライフの設計の仕方
について主体的に取り組もうとして
いる。



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和7年度（4学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組～ B 組

教科担当者：（　Ａ・Ｂ組：中田涼子　　　　）

使用教科書：「Amity English CommunicationⅡ」（開隆堂）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：
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話

[

や

]

話

[

発

]

書

英語コミュニケーションⅡ

【 知　識　及　び　技　能 】
英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深めるとともに、これらの知識を聞く、読
む、話す、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場面、状況などに応じて適切に
活用できる技能を身に付けるようにする。

外国語

8

1

14

○

○

○ ○

評価規準

【知識・技能】
本単元の文法や語彙・表現の理解を深め、
実際のコミュニケーションにおいて、適切
に活用できている。
【思考・判断・表現】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えている。
【学びに向かう力・人間性】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えようとしている。

本単元で学習した内容を理解している。

【知識・技能】
本単元の文法や語彙・表現の理解を深め、
実際のコミュニケーションにおいて、適切
に活用できている。
【思考・判断・表現】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えている。
【学びに向かう力・人間性】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えようとしている。

配
当
時
数

○ ○

○

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み
手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に英
語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養
う。

○

○

〇

○

○○

本単元で学習した内容を理解している。

思

○

○

○

○

態

○

○ 1○
・単元の内容理解を確認する。

単元【The Mystery of Colors】
【知識及び技能】
現在完了や現在完了進行形を理解
し，概要や要点を捉える技能を身に
付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
現在完了や現在完了進行形を用い
て，写っている果物の色について，
考えを説明している。
【学びに向かう力、人間性等】
現在完了や現在完了進行形を用い
て，写っている果物の色について，
考えを説明しようとしている。

・本単元の文法事項
・好きな色についてやり取りした
り，写っている果物の色について
説明したりする。
・英文の音読
・ICTの活用
・１人１台端末の活用

・単元の内容理解を確認する。定期考査

○

外国語 英語コミュニケーションⅡ 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

領域

１
学
期

 単元【Artificial Intelligence】
【知識及び技能】
接続詞や前置詞について理解し，概
要や要点を捉える技能を身に付けて
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
接続詞や前置詞を用いて，自分の欲
しいAIロボットについて，考えや気
持ちを絵を使って説明している。
【学びに向かう力、人間性等】
接続詞や前置詞を用いて，自分の欲
しいAIロボットについて，考えや気
持ちを絵を使って説明しようとして
いる。

・本単元の文法事項
・AIについてやり取りしたり，自
分の欲しいAIロボットについて紹
介したりする。
・英文の音読
・ICTの活用
・１人１台端末の活用

○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

英語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を
深めるとともに、これらの知識を聞く、読む、話す、書く
ことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的や場
面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける
ようにする。

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに
応じて、日常的な話題や社会的な話題について、英
語で情報や考えなどの概要や、話し手や書き手の意
図などを理解したり、これらを活用して適切に表現
したり伝え合ったりすることができる力を養う。

外国語

コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や社会的な話題について、英
語で情報や考えなどの概要や、話し手や書き手の意図などを理解したり、これらを活用して適切に表現
したり伝え合ったりすることができる力を養う。

英語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体
的、自律的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

英語コミュニケーションⅡ

知

【学びに向かう力、人間性等】

定期考査



定期考査 ・単元の内容理解を確認する。
〇 〇 ○ ○ 1

定期考査 ・単元の内容理解を確認する。
〇 〇

本単元で学習した内容を理解している。
1

1

単元【The Culture of Selfies】
【知識及び技能】
関係代名詞（制限用法）や関係代名詞
（非制限用法）を理解し，概要や要点を
捉える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
関係代名詞（制限用法）や関係代名詞
（非制限用法）を用いて，身近な人の似
顔絵を描いてその人についての考えや気
持ちを紹介している。
【学びに向かう力、人間性等】
関係代名詞（制限用法）や関係代名詞
（非制限用法）を用いて，身近な人の似
顔絵を描いてその人についての考えや気
持ちを紹介しようとしている。

・本単元の文法事項
・写真についてやり取りしたり，
身近な人の似顔絵を描いてその人
の紹介をしたりする。
・英文の音読
・ICTの活用
・１人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

【知識・技能】
本単元の文法や語彙・表現の理解を深め、
実際のコミュニケーションにおいて、適切
に活用できている。
【思考・判断・表現】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えている。
【学びに向かう力・人間性】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えようとしている。 ○ ○ ○ 18

定期考査 ・単元の内容理解を確認する。
〇 〇

○ ○ ○

○

【知識・技能】
本単元の文法や語彙・表現の理解を深め、
実際のコミュニケーションにおいて、適切
に活用できている。
【思考・判断・表現】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えている。
【学びに向かう力・人間性】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えようとしている。

【知識・技能】
本単元の文法や語彙・表現の理解を深め、
実際のコミュニケーションにおいて、適切
に活用できている。
【思考・判断・表現】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えている。
【学びに向かう力・人間性】
本単元のテーマについて，考えや気持ちを
話して伝えようとしている。

○

○ ○

17

○ ○ ○ 16

本単元で学習した内容を理解している。
○

○ ○ ○ ○

３
学
期

単元【Finland】
【知識及び技能】
関係副詞について理解し，概要や要
点を捉える技能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
関係副詞を用いて，フィンランド製
のマグカップの魅力について，考え
や気持ちを紹介している。
【学びに向かう力、人間性等】
関係副詞を用いて，フィンランド製
のマグカップの魅力について，考え
や気持ちを紹介しようとしている。

・本単元の文法事項
・クリスマスのプレゼントについ
てやり取りしたり，フィンランド
製のマグカップの魅力について紹
介したりする。
・英文の音読
・ICTの活用
・１人１台端末の活用

○ ○

２
学
期

単元【Street Performers】
【知識及び技能】
分詞の形容詞的用法や分詞構文につ
いて理解し，概要や要点を捉える技
能を身に付けている。
【思考力、判断力、表現力等】
分詞の形容詞的用法や分詞構文を用
いて，好きなミュージシャンや好き
な曲について，気持ちや考えを書い
て伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
分詞の形容詞的用法や分詞構文を用
いて，好きなミュージシャンや好き
な曲について，気持ちや考えを書い
て伝えようとしている。

・本単元の文法事項
・ストリートパフォーマーについ
てやり取りしたり，好きなミュー
ジシャンまたは好きな曲について
書いて伝えたりする。
・英文の音読
・ICTの活用
・１人１台端末の活用

合
計

78



 

 科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 A 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

３章　子どもの生活

・子どもの衣服と寝具
・子どもの食事
・子どもの健康と生活
【指導事項】

2〇〇〇

子どもの福祉に関わる理念や法律
を理解する

子どもの福祉に関する理念や法律
の歴史的背景を考察する

子どもの福祉と諸課題を主体的に
学び、考えや見方を広げる

学年末考査と振り返り

【知識及び技能】

・タブレット端末

【知識及び技能】

・実習材料
・学習プリント
・教科書
【教材】
・子どもの表現活動】
・子どもと遊び
・子どもの文化を支える場

・学習プリント

【指導事項】

【思考・判断・表現】

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性】

子どもの福祉に関わる理念や法律を理解して
いる

子どもの福祉に関する理念や法律の歴史的背
景を考察している

子どもの福祉と諸課題を主体的に学び、考え
や見方を広げている

・児童福祉の理念と法規・制度
・保育にみる児童観
【指導事項】

・タブレット端末

・教科書
【教材】

三観点による総合評価とする学習内容の確認と復習

学習内容の確認と復習 三観点による総合評価とする

・子どもの健康と安全

8○○

期末考査と振り返り

【知識及び技能】
５章　子どもの文化

20

2

・タブレット端末
・実習材料

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】
４章　子どもの福祉

○○○

〇〇〇

○

20

○○○

○○○

〇〇〇

○○○

12

2

12

年間授業計画

【知識及び技能】
１章　子どもの保育

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

（A組：渡邊）

家庭

【 知　識　及　び　技　能 】

・保育の方法

【教材】
・教科書
・学習プリント

保育の意義を踏まえた適切な保育
環境や保育方法を考察する

子どもの発達や発育特性における
共通性と個別性を理解する

子どもの発達や発育特性を踏ま
え、大人との違いを考察する

子どもの発達や発育特性を主体的
に学び、受容する

【指導事項】
・保育の意義

２章　子どもの発達

【思考力、判断力、表現力等】

【知識及び技能】

・学習プリント
・教科書
【教材】

・乳幼児の発育と発達
・子供の発達の特性
【指導事項】

・タブレット端末

期末考査と振り返り

【学びに向かう力、人間性等】

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

【思考・判断・表現】

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性】

保育の意義や環境、方法に関わる知識や技能
を身に付けている

保育の意義を踏まえた適切な保育環境や保育
方法を考察している

保育の意義を踏まえ、適切な保育環境や保育
方法を主体的に学んでいる

学習内容の確認と復習

・保育の環境

【思考・判断・表現】

【知識及び技能】

【学びに向かう力、人間性】

子どもの発達や発達特性における共通性と個
別性を理解している

子どもの発達や発達特性を踏まえ、大人との
違いを考察している

子どもの発達や発達特性を主体的に学び、受
容している

・タブレット端末

保育の意義や環境、方法に関わる
知識や技能を身に付ける

保育の意義を踏まえ、適切な保育
環境や方法を主体的に学ぶ

子どもの健やかな発達を目指して学び、保育に
主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

家庭 保育基礎

保育基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

保育の意義や方法、子どもの発達や生活の特
徴、児童福祉や文化に関する知識や技術を身に
付ける。

子どもを取り巻く課題を発見し、保育を実践す
る人としての合理性や創造性を育む。

「保育基礎　ようこそ、ともに育ち合う保育の世界へ」　教育図書

家庭

生活産業に関する課題を発見し、職業人に必要な倫理観を踏まえ、合理的かつ創造的な解決能力を養う。

職業人に必要な豊かな人間性を育み、生活の質と社会の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

保育基礎

合計
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３
学
期

２
学
期

高等学校 令和７年度（４学年用） 

配当
時数

１
学
期

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

三観点による総合評価とする

教科

生活産業に関わる分野を体系的・系統的に理解をし、関連する技術を身に付ける。

子どもの快適な生活を健康面や安
全面から理解する
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの健康で安全な生活を保育
者の視点で考察する
【学びに向かう力、人間性等】
子どもに寄り添う生活を主体的に
学び、受け止める

子どもの快適な生活を健康面や安全面から理
解している
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの健康で安全な生活を保育者の視点で
考察している
【学びに向かう力、人間性】
子どもに寄り添う生活を主体的に学び、受け
止めている

【知識及び技能】

・学習プリント
・教科書
【教材】

子どもの文化を支える施設の意義
や表現活動の方法を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
子どもの文化の意義や表現活動の
方法を関わりの視点で考察する
【学びに向かう力、人間性等】
子どもとの関わり方を主体的に学
び、考え方や見方を広げる

子どもの文化を支える施設の意義や表現活動
の方法を理解している
【思考・判断・表現】
子どもの文化の意義や表現活動の方法を関わ
りの視点で考察している
【学びに向かう力、人間性】
子どもとの関わり方を主体的に学び、考え方
や見方を広げている

・子どもの文化の意義



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（１学年用） 教科
教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ａ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【学びに向かう力、人間性等】

探究の過程において，課題の発見と解決に必要な知識及び技能を身に付け，課題に関わる概念を形成し，探
究の意義や価値を理解できている。

総合的な探究の時間

土倉、渡邊、長坂

総合的な探究の時間 3

特になし

総合的な探究の時間

【 知　識　及　び　技　能 】

○ 14

配当
時数

A 単元：なぜ探究的な学びをする必要が
あるの？
【知識及び技能】
今後の社会や新たなテクノロジーについ
て理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した内容をもとに、今後の社会につ
いて考え、表現する。
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組む態度を
養う。

10年後の未来を調べてみよう
・新たなテクノロジーに触れた
り、今後の社会について調べたり
することを通じて、自ら問いを立
て、探究することが必要とされて
いる背景を理解する。

【知識及び技能】
今後の社会や新たなテクノロジーについて理
解している。
【思考力、判断力、表現力等】
理解した内容をもとに、今後の社会について
考え、表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組む態度を養う
ことができている。

○ 5

B 単元：身近な「？」を見つけよう
【知識及び技能】
日常生活の中で問いの種を見つける感度
と観察眼を養う
【思考力、判断力、表現力等】
自分の気になったものを観察し、表現す
る。
【学びに向かう力、人間性等】
自ら問いを立て、課題に取り組む態度を
養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

探究的な学びの実例をもとに、探
究的な学びについてのイメージを
持たせる。

○ 15

【主体的に学習に取り組む態度】
自ら問いを立て、課題に取り組もうとしてい
る。

○

評価規準 知 思

○

D 単元：ミニ探究の実践②
【知識及び技能】
　情報収集・整理・まとめ・試行という
探究のプロセスを身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自らの関心や課題意識などから生まれた
問いから課題を生み出し、探究のプロセ
スを通して考え、判断し、表現すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組むことを
通じて、複雑な現代社会の中で自ら問い
を立て、課題に取り組む態度を養う。

【知識・技能】
情報収集・整理・まとめ・試行という探究の
プロセスを身に着けている。
【思考・判断・表現】
自らの関心や課題意識などから生まれた問い
から課題を生み出し、探究のプロセスを通し
て考え、判断し、表現することができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
探究に主体的・協働的に取り組むことを通じ
て、複雑な現代社会の中で自ら問いを立て、
課題に取り組むことができている。

Feel度Walkで問いを探そう
・校内を歩き、気になるモノを見
つけ、集め、観察する活動をする
中で、日常の中での問いの種を見
つける感度や観察眼を養う。
(課題)日常の中で気になるモノの
種を集める。

【思考力、判断力、表現力等】

探究のプロセスを学ぼう～家庭科
編～
・身近な調味料などについて探究
を行う。その後、自分たちのた
どったプロセスを振り返ること
で、探究のプロセスを学ぶ。

【知識・技能】
情報収集・整理・まとめ・試行という探究の
プロセスを身に着けている。
【主体的に学習に取り組む態度】
探究に主体的・協働的に取り組もうとしてい
る。

実社会や実生活と自己との関わりから問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して，
まとめ・表現できている。

探究に主体的・協働的に取り組むとともに，互いのよさを生かしながら，新たな価値を創造し，よりよい社
会を実現しようとする態度を養うことができている。

4

1

態

○

１
学
期

イントロダクション
探究的な学びについてのイメージをつか
む

C 単元：ミニ探究の実践①
【知識及び技能】
情報収集・整理・まとめ・試行という探
究のプロセスを身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自らの関心や課題意識などから生まれた
問いから課題を生み出し、探究のプロセ
スを通して考え、判断し、表現すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組む

ミニ探究を実践しよう
・日常で集めた気になるモノの種
を使い、問いを立てる
・問いをもとに、情報収集→整理
→まとめ→(試行)のプロセスを踏
み、探究を行い、共有する。
・探究のプロセスをクラスメイト
と相互に振り返る。

○



合計

117

○ 27

○ 27

G　単元：探究の発表・学びのコツまとめ
【知識及び技能】
　情報収集・整理・まとめ・試行という
探究のプロセスを身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自らの関心や課題意識などから生まれた
問いから課題を生み出し、探究のプロセ
スを通して考え、判断し、表現すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組むことを
通じて、複雑な現代社会の中で自ら問い
を立て、課題に取り組む態度を養う。

中間発表 文化祭での探究成果(途中経過)の
展示

探究の発表・学びのコツまとめ
・探究の成果を発表する。
・探究的な学びのコツをまとめ
る。

【知識・技能】
情報収集・整理・まとめ・試行という探究の
プロセスを身に着けている。
【思考・判断・表現】
自らの関心や課題意識などから生まれた問い
から課題を生み出し、探究のプロセスを通し
て考え、判断し、表現することができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
探究に主体的・協働的に取り組むことを通じ
て、複雑な現代社会の中で自ら問いを立て、
課題に取り組むことができている。

３
学
期

24

○

E　単元：探究の実践①
【知識及び技能】
　情報収集・整理・まとめ・試行という
探究のプロセスを身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自らの関心や課題意識などから生まれた
問いから課題を生み出し、探究のプロセ
スを通して考え、判断し、表現すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組むことを
通じて、複雑な現代社会の中で自ら問い
を立て、課題に取り組む態度を養う。

探究の実践
・日常で集めた気になるモノの種
を使い、問いを立てる
・問いをもとに、情報収集→整理
→まとめ→(試行)のプロセスを踏
み、探究を行い、共有する。
・探究のプロセスをクラスメイト
と相互に振り返る。

【知識・技能】
情報収集・整理・まとめ・試行という探究の
プロセスを身に着けている。
【思考・判断・表現】
自らの関心や課題意識などから生まれた問い
から課題を生み出し、探究のプロセスを通し
て考え、判断し、表現することができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
探究に主体的・協働的に取り組むことを通じ
て、複雑な現代社会の中で自ら問いを立て、
課題に取り組むことができている。

○ ○

○

○

２
学
期

F　単元：探究の実践②
【知識及び技能】
　情報収集・整理・まとめ・試行という
探究のプロセスを身に着ける。
【思考力、判断力、表現力等】
自らの関心や課題意識などから生まれた
問いから課題を生み出し、探究のプロセ
スを通して考え、判断し、表現すること
ができる
【学びに向かう力、人間性等】
探究に主体的・協働的に取り組むことを
通じて、複雑な現代社会の中で自ら問い
を立て、課題に取り組む態度を養う。

探究の実践
・日常で集めた気になるモノの種
を使い、問いを立てる
・問いをもとに、情報収集→整理
→まとめ→(試行)のプロセスを踏
み、探究を行い、共有する。
・探究のプロセスをクラスメイト
と相互に振り返る。

【知識・技能】
情報収集・整理・まとめ・試行という探究の
プロセスを身に着けている。
【思考・判断・表現】
自らの関心や課題意識などから生まれた問い
から課題を生み出し、探究のプロセスを通し
て考え、判断し、表現することができてい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
探究に主体的・協働的に取り組むことを通じ
て、複雑な現代社会の中で自ら問いを立て、
課題に取り組むことができている。

○ ○



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科　商業  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ｂ 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）

商業 ビジネスコミュニケーション

商業 ビジネスコミュニケーション 2

（Ｂ組：中安　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

ビジネスコミュニケーション

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実際のビジネスにおけるコミュニケーションと
関連付け，ビジネスの様々な場面で役に立つコ
ミュニケーションに関する知識と技術を身に付
けている。

ビジネスにおけるコミュニケーションに関する
課題を発見するとともに，コミュニケーション
に関する理論，成功事例や改善を要する事例な
ど科学的な根拠に基づいて工夫してよりよく解
決する力を養っている。

自らコミュニケーションについて学ぶ態度及び
組織の一員として自己の役割を認識して当事者
としての意識をもち，他者と信頼関係を構築し
て積極的にビジネスにおいて日本語や外国語を
用いてコミュニケーションを図る態度を養って
いる。

商業

【 知　識　及　び　技　能 】
ビジネスにおけるコミュニケーションについて実務に即して体系的・系統的に理解するとともに，関連する
技術を身に付けるようにする。

ビジネスにおけるコミュニケーションに関する課題を発見し，ビジネスに携わる者として科学的な根拠に基
づいて創造的に解決する力を養う。

商業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，ビジネ
スにおけるコミュニケーションに必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す

ビジネスを円滑に展開する力の向上を目指して，自ら学び，ビジネスにおいてコミュニケーションを図るこ
とに主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

１編
１章　企業の組織と人間関係
２編
２章　応対に関するビジネスマナー
３章　交際に関するビジネスマナー
４章　接客に関するビジネスマナー

・指導事項
　仕事に対する心構え
・教材
　自作プリント、接遇関連書籍等
・教室で一人１台端末の活用

【知識・技能】
業務の適切な進行方法やそれを実践する重要
性を理解することできる
【思考・判断・表現】
場面に応じた挨拶やお辞儀を理解し，実践す
ることができる
【主体的に学習に取り組む態度】
ホスピタリティについて理解し外国人に対す
る接客の注意点について考察することができ
る

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

２
学
期

３編
５章　コミュニケーションの役割と
思考方法
６章　ビジネスにおけるコミュニ
ケーション
７章　コミュニケーションとビジネ
ススキル
４編
８章　企業活動のグローバル化

・指導事項
　コミュニケーションの役割と種
類ついて理解する
・教材
　自作プリント、コミュニケー
ション関連書籍等
・ワープロ室で一人１台パソコン
の活用等

【知識・技能】
ビジネスコミュニケーションの場面と心得を
理解するできる
【思考・判断・表現】
論理的な考え方とビジネスにおけるフレーム
ワークを理解する
摘要欄等補助的入力にも対応できる
【主体的に学習に取り組む態度】
ビジネスに必要な英語について自ら学び，ビ
ジネスにおける外国人への対応に主体的かつ
協働的に取り組む

○ ○ ○ 34

３
学
期

９章　ビジネスの会話
１０章　ビジネス文書と電子メール
１１章　ビジネスにおけるプレゼン
テーション

・指導事項
　国内での接客
  ビジネスレター
  Business Letters
  プレゼンテーションの構成
・教材
　自作プリント、ビジネス文書関
連書籍等
・ワープロ室で一人１台パソコン
の活用等

【知識・技能】
国内で外国人を接客する際に必要となる英語
について実務に即して理解する
【思考・判断・表現】
電子メールの構成とマナーについて理解し，
ビジネスメール作成のための基本的な技術を
身につける
【主体的に学習に取り組む態度】
英語によるプレゼンテーション(スライド)の
流れを理解

○ ○

78

○ 18

合計



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科　商業  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ｂ 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

78

○ 20

定期考査

合計

３
学
期

３　単元
企業決算における実践的な事務と月
末経理の処理、ＰＣの利用と専門用
語の理解
【知識及び技能】
コンピュータっ会計の処理
【思考力、判断力、表現力等】
専門用語と計算処理
【学びに向かう力、人間性等】
適切な時間内で業務を行う

・指導事項
　帳票作成・集計処理等について
理解する
・教材
　自作プリント、コンピュータ会
計関連書籍等
・総合実践室で一人１台パソコン
の活用等

【知識・技能】
会計ソフトを円滑に利用できる
【思考・判断・表現】
会計ソフトの専門用語を理解し、簡単な企業
分析に関する計算ができる
【主体的に学習に取り組む態度】
業務手順を理解し最適な処理を行える

○ ○

思

２
学
期

２　単元
企業における実践的な事務と経理の
処理
【知識及び技能】
取引の入力と計算
【思考力、判断力、表現力等】
必要な金額を帳簿から探す
【学びに向かう力、人間性等】
入力のミスなどを自力で見つける

・指導事項
　帳票作成・集計処理等について
理解する
・教材
　自作プリント、コンピュータ会
計関連書籍等
・総合実践室で一人１台パソコン
の活用等

【知識・技能】
より高度な取引を正確に入力・処理できる
【思考・判断・表現】
指定された金額を帳簿から最短で計算する
摘要欄等補助的入力にも対応できる
【主体的に学習に取り組む態度】
金額の不一致などトラブルに対処できる能力
がある

○ ○ ○ 32

定期考査

定期考査

職業人としての必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発
展に主体的にかつ協働的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

１　単元
企業における基礎的な事務と経理の
処理
【知識及び技能】
事務・経理の基本的な知識をつける
【思考力、判断力、表現力等】
業務手順を理解する
【学びに向かう力、人間性等】
次の業務を考える

・指導事項
　入力・処理・判断・検索につい
て理解する
・教材
　自作プリント、コンピュータ会
計関連書籍等
・総合実践室で一人１台パソコン
の活用

【知識・技能】
会計ソフトの基本的な組織を理解し、処理に
必要な帳簿を選択できる
【思考・判断・表現】
帳簿から必要とされている金額を計算・処理
することができる
【主体的に学習に取り組む態度】
取引から伝票の起票を行い帳簿の集計作業が
できる

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知

商業

【 知　識　及　び　技　能 】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技銃を身につけるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、
ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人としての必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す

総合実践

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ビジネスに関する基礎的な知識を身に付け、取
引や業務に関する適切な処理方法を判断し組織
の一員としての望ましい心構えについて理解す
る。

ビジネスの諸活動への適切な対応を目指して思
考を深め、基本的なビジネスマナーを基に、ビ
ジネスの諸活動に携わる者と判断し、表現する
能力を身に付ける。

社会人として必要なビジネスに関する知識につ
いて、積極的な学習活動を行う。課題や問題解
決をどのように対処していくかを理解する。

（　組：　　　　）

商業 総合実践
商業 総合実践 2

（Ｂ組：大木　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）



年間授業計画　新様式例

高等学校 令和７年度（４学年用） 教科　商業  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 4 学年 Ｂ 組～ 組

教科担当者：

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

（　組：　　　　）

商業 課題研究
商業 課題研究 2

（Ｂ組：中安　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　） （　組：　　　　）

課題研究

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

ビジネスに関する基礎的な知識を身に付け、取
引や業務に関する適切な処理方法を判断し組織
の一員としての望ましい心構えについて理解す
る。

ビジネスの諸活動への適切な対応を目指して思
考を深め、基本的なビジネスマナーを基に、ビ
ジネスの諸活動に携わる者と判断し、表現する
能力を身に付ける。

社会人として必要なビジネスに関する知識につ
いて、積極的な学習活動を行う。課題や問題解
決をどのように対処していくかを理解する。

商業

【 知　識　及　び　技　能 】商業の各分野について体系的・系統的に理解するとともに、関連する技銃を身につけるようにする。

ビジネスに関する課題を発見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う。

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、
ビジネスを通じ、地域産業をはじめ経済社会の健全で持続的な発展を担う職業人としての必
要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す

職業人としての必要な豊かな人間性を育み、よりよい社会の構築を目指して自ら学び、ビジネスの創造と発
展に主体的にかつ協働的に取り組む態度を養う。

態
配当
時数

１
学
期

各自が設定した課題について、調
査・研究に取り組ませる

・指導事項
　入力・処理・判断・検索につい
て理解する
・教材
　日検の過去問、コンピュータ関
連書籍等
・ワープロ室で一人１台パソコン
の活用

【知識・技能】
パソコンの基本的な操作を理解し、処理に必
要なソフトを選択できる
【思考・判断・表現】
処理条件を充足する関数等を選択することが
できる
【主体的に学習に取り組む態度】
上位級に挑戦する姿勢がみられる

○ ○ ○ 26

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

２
学
期

各自が設定した課題について、調
査・研究に取り組ませる
調査・研究成果の発表資料作成
調査・研究成果の発表

・指導事項
　入力・処理・判断・検索につい
て理解する
・教材
　日検の過去問、コンピュータ関
連書籍等
・ワープロ室で一人１台パソコン
の活用

【知識・技能】
ソフトの選択ができる
【思考・判断・表現】
指示された工程ができる
【主体的に学習に取り組む態度】
トラブルに対処できる能力がある

○ ○ ○ 38

３
学
期

各自が設定した課題について、調
査・研究に取り組ませる
調査・研究成果の発表資料作成
調査・研究成果の発表

・指導事項
　入力・処理・判断・検索につい
て理解する
・教材
　日検の過去問、コンピュータ関
連書籍等
・ワープロ室で一人１台パソコン
の活用

【知識・技能】
ソフトを円滑に利用できる
【思考・判断・表現】
ソフトの専門用語を理解し、簡単な処理がで
きる
【主体的に学習に取り組む態度】
業務手順を理解し最適な処理を行える

○ ○

78

○ 14

合計


